カタユウレイボヤにおけるCCK/gastrin familyペクチド同族体Cioninの機能解析 by 関口, 俊男 et al.
ポ ス タ ーセ ツシ ョンP-9
カ タユ ウ レイ ボ ヤ にお け るCCK/gastrinfamilyペプチ ド同族体
Cioninの機 能 解 析
○ 関 口俊 男n、 川 田 剛 士9、 小 笠 原 道 生2}、佐 竹 炎11
1.(財}サン トリー生物有機科学研究所、2,千葉大 ・院 ・融合科学
旧 的 】
カ タユ ウ レ イ ボ ヤ(Ciol旧inte8thlalis)ペプ チ ドCiollinは、 脊椎 動 物 のCholecystokjlli11(CCK)/ga8t1・in
familyの同 族 体 で あ り、 哺 乳 類 や 魚 類 に対 して 、 胆 嚢 収 縮 や 胃 酸 の 分 泌 と い っ たCCK ,gast1・il1作用
を それ ぞれ の受 容 体 特 異 的 に示 す 。 ま たCCK,ga8tl・il1受容 体 のホ ヤオ ル ソ ロ グCioR1もク ロー ニ ン グ
され て い る。 この よ うにciolli11とcioR1は、 脊 椎 動 物cCK/gastl・illfamilyシグナ ル 系 との 共 通 祖 先
に 由 来 す る と推 測 され るが、 そ れ らの リガ ン ド受 容 体 関 係や 、 ホ ヤ に お け る生 理 作 用 につ いて の報 告
は な い。 そ こで 我 々は 、CCK/ga8trillfamilyペプチ ド機 能 進 化 の解 明 を 目指 し、Ciolli11の機 能 解 析
を 行 った。
【結 剰
ciol血1受容 体 候補CioR1と配 列類 似 性 の高 い遺 伝子cioR2を1司定 した。 系統 解 析 の結 果、CioR1とcioR2
が脊 椎 動 物ccK/ga$tril1受容 体 の共 通 祖 先 か ら分 岐 した こ と を明 らか に した。 さ ら に、cioR8を293
MSR細 胞 に強 制 発現 させ 、Ca2一セ カン ドメ ッセ ン ジ ャー を指 標 と して 、CiOlli11との反 応 性 を検 討 し
た 結果 、cionh1がcioR8の内 因性 リガ ン ドで あ る こ とを 示 した。 次 に、RT-PcRで は 、ciollil1とcioR8
が 共 に 中 枢 神 経 と消 化 管 に、CioRsは卵 巣 に も発 現 が 検 出 され た。 加 え て1115ituhybridizatiOl1解析
の結 果 、CiOllil1,CioR1共に中 枢 神 経 の神 経 細 胞 体 に 局 在 が 認 め られ た。
【考 察 】
ホ ヤ では 、 脊 椎 動 物 で 知 られ て い る脳 腸 ペ プチ ドと して の 作 用 と と もに、 卵 巣 で機 能 を もつ こ と が示
唆 され る。 マ ウ ス卵 巣 にお い て もCCK受 容 体 の発 現 が 報 告 され て い るが 機 能 は 不 明 で あ り、 哺 乳 類
に お け るCCK卵 巣 機 能 解明 へ の貢 献 も期 待 され る,
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